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Synopsis: Nowadays Russia is one of the world’s largest car markets. While sales have slowed in the developed 
world, emerging markets continue to grow rapidly. Japanese automobile manufacturers and the industries 
surrounding them are expanding into Russia to take advantage of the opening up of one of the world's fastest 
growing car markets. The purpose of this paper is to explore Russian car market trends, the achievements of 
Russian car manufacturers and the trends of foreign automobile makers expanding its production into Russia. A 
number of Japanese auto manufacturers, particularly Nissan and Toyota, have already established their plants in 
Russia. This paper describes the recent pursuits of Japanese automobile makers to expand their production and 
form alliances with local companies as well as outlines their competitive advantages on Russian car market. 
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I はじめに 
近年、日本経済の長期低迷や海外生産シフト等が
日本の自動車産業の事業環境の変化をもたらした。
また世界的な国際競争の激化が事業環境の一層の変
貌をもたらした。 
2011年の初めから、高水準の市場拡大を続け、グ
ローバルメーカー各社が集中的に事業投資を行って
きた中国で、市場成長スピードが遅くなっており、
新興国戦略は中国からブラジル、インドなどその他
の新興国へも大きな投資を進める方向へシフトして
いる。 
ほぼ 2000 年まではロシア及び旧社会主義の中東
欧における日系自動車産業の存在はほとんど見られ
ず、市場は未開拓な状態であったi。ところが、この
地域における経済成長に伴い、2000年代には、トヨ
タをはじめとする日本の自動車メーカーがロシアに
おいて販売拠点や生産拠点を設置することになり、
新興国ロシアの市場に対する関心が高まっている。 
1990年代以降、ロシア自動車産業は大きく変化し
た。さらに2000年代以降、ロシアが経済成長を遂げ
たために、ロシア製の外国ブランド車のシェアが急
激に高まった。言いかえれば、世界の自動車産業の
製造は先進国からBRICsなどの新興国へ移動してい
るのである。他方で、2003年からロシア市場の規模
がいっそう拡大し始めたii。本稿では、このような
ロシア自動車市場の研究動向と概況を分析すること
が狙いである。 
 
II 研究の状況 
ロシア自動車産業とロシアに進出している外国メ
ーカーについては、以下のような論文がある。 
坂口泉は、「近代化を志向するロシア自動車産業：
経済危機3年後に吹き始めた追い風」、「2011年のロ
シア乗用車市場の総括：回復傾向は続くのか」にお
いて、ロシア自動車産業の市場状況、自動車の生産
と状況、ロシアの国産メーカー、海外メーカーにつ
いて論述した。 
京都大学大学院経済学研究科の塩地洋と事業創造
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大学院大学の富山栄子は、ロシアに進出している現
代グループに関する数点の論文を執筆した。「現代自
動車のグローバル展開におけるロシア市場参入の特
徴：ライセンシングから子会社 KD 生産へ」（2010
年）、「現代自動車の国際競争力を探る」（2011 年）、
「現代自動車の新興国戦略－インドとロシアのケー
スを中心に－」（2012 年）である。富山栄子と塩地
洋の2011年の「ロシアにおける現代自動車のマーケ
ティング戦略」では、現代自動車の成長、ロシア市
場におけるマーケティング戦略、シェア拡大戦略な
どについて論述している。また、『ロシア NIS 調査
月報』2012年7月号の「現代自動車の戦略とロシア
市場での展開－『選択的重点的現地適合化戦略』を
検証する－」では、現代自動車における新製品開発、
デザイン戦略などを明らかにした。 
また、富山栄子は、2008年の「外国大手自動車メ
ーカーの対ロシア戦略－フォード、ルノー、GM、
現代自動車を中心に－」では、他の外国メーカーの
戦略を分析した。さらに、ロシアに進出している日
本メーカーに関して「トヨタvs現代：ロシア自動車
市場をめぐる攻防」（2012 年）、「ロシア市場への現
代自動車とトヨタ自動車のアプローチの比較研究」
（2012年）という論文を執筆した。 
坂口泉と富山栄子の『ロシアの自動車市場：激戦
区のゆくえ』という著書は 2012 年に発行された。 
この著書では、ロシア自動車市場の成長、現状、特
徴、外資によるロシア現地生産、ロシアと外国自動
車メーカー、ＷＴＯ加盟とロシア自動車産業の実態
が分析された。また、ロシア政府、ロシア連邦産業
貿易省の『経済発展省と財務省の2020年までの自動
車産業の発展戦略プロジェクト』（«Стратегия 
развития автомобильной промышленности 
Российской Федерации на период до 2020 года» 
Министерство промышленности и торговли 
Российской Федерации, Москва, 2010 г.）では、ロ
シア自動車産業の状況と展望について執筆されてい
る。 
 
III ロシアの自動車産業の現状 
 リーマンショック期には、ロシア経済の中で自動
車産業が一番ダメージを受けた産業であった。2009
年には、乗用車の製造が2008年に比べて59.4%も減
少したiii。 
2008年のロシア国内の新車販売台数は300万台近
くに達し、欧州ではドイツに次ぐ第2位の市場規模
になった。しかし、リーマンショック以降は需要が
後退し、2009 年の販売台数は 2008 年に比べて半減
した。その後、2011年には回復して265万台になっ
たiv。国内生産は、2008 年に 179 万 3600 台、2009
年に72万3600台であったv。リーマンショック後、
ロシアでの車種のニーズも変わった。小型の低価格
車や雪道に強い SUVviの需要が高まる傾向があるvii。
また同時に、プレミアムクラスの需要が増加傾向に
あるviii。表 1の SUV の販売台数をみると、そうし
た動向が分かる。 
 
表1ix ロシアで人気のあるSUV 
モデル名 2010年の
販売台数
2011年の
販売台数 
価格（ルーブル）
Lada 4X4 
シボレーNIVA 
日産キャシュカイ
トヨタRAV4 
起亜Sportage 
日産X-trail 
三菱アウトランダ
ーXL 
三菱ASX 
VW Tiguan 
UAZ Patriot 
スズキ・グランド
ビタール 
現代 ix35 
日産ジューク 
トヨタLC200 
トヨタLC Prado 
双竜 Kyron 
現代サンタフェ 
Vortex Tingo 
UAZ Hunter 
ホンダ CR-V 
44,635 
35,380 
18,572 
16,479 
20,274 
16,158 
13,566 
 
5,215 
13,060 
10,930 
16,457 
 
8,227 
0 
8,669 
12,652 
8,967 
5,613 
2,552 
8,044 
6,025 
60,738 
54,425 
29,447 
27,206 
23,880 
22,689 
19,309 
 
18,971 
18,385 
17,181 
16,341 
 
15,686 
15,137 
12,312 
12,177 
11,500 
11,147 
10,269 
10,125 
9,712 
30万6,900～ 
43万9,000～ 
73万～ 
95万4,000～ 
85万9,900～ 
90万5,000～ 
87万9,000～ 
 
69万9,000～ 
89万6,000～ 
52万5,000～ 
86万9,000～ 
 
91万4,900～ 
64万9,000～ 
313万1,000～ 
171万6,000～ 
79万9,000～ 
107万9,900～ 
49万9,900～ 
35万8,000～ 
114万9,000～ 
（出典）『ロシアNIS調査月報』（2012）p.75より作
成。 
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現在、ロシアには以下のような純国産自動車企業
がある。アフトワズ（AvtoVaz）、イジュアフト
（ Izh-Avto）、ウアズ（UAZ）、スパーアフト
（Super-Avto）、チェチェンアフト、ブロント
（BRONTO）、ガーズ（GAZ）、ジール（ZIL）であ
る。このようなロシア自動車企業と外国企業を合わ
せると、次のような4つのタイプに分けられる。 
1） ロシアの伝統的なメーカー(AvtoVaz, GAZ, 
KAMAZ, ZIL) 
このタイプの特徴は、設備の古さ、新たな技術の
不足、資金の不足、製造モデルの縮小、マネジメン
トと製造のフレキシビリティの不足である。将来に
対する不安材料が多く、問題を抱えている。 
2） ロシアのアセンブリ企業(IzhAvto, Tagaz, Sollers
グループの企業) 
このタイプの特徴は、プラスの要因として比較的
新しい技術、製造のフレキシビリティを持ち、ある
程度の将来性がある。他方で、マイナスの要因とし
てエンジニアの育成不足、ローカライゼーション（生
産拠点）の増加による個々の生産規模の不足、知的
財産権（特許）の不在を抱え、問題点も山積してい
る。 
3） 外国メーカ (ーFord, GM, Renault etc.) 
このタイプの特徴は、生産開始が比較的最近であり、
設備が新しいことが競争優位である。他方で、低い
生産規模、低いローカルコンテンツ、研究開発セン
ターを有していないことが不利な点である。 
 
4） 輸入商社 
このタイプの特徴として、関税規制に依存するこ
とが弱点であるx。 
 
 以上のタイプ分類を受けて、個別企業を解説して
いく。アフトワズは、国内メーカーの中の主要な乗
用車製造企業であり、年生産台数は約100万台であ
る。他のロシアメーカーは10万台弱しか製造してい
ない。アフトワズの主要なブランド名は「Lada」で
ある。表2と表3のブランド販売台数とモデル販売
台数をみると、アフトワズの「Lada」が1位となっ
ている。 
 
 
 
 
表2 主要ブランド別販売台数（軽商用車を含む） 
（単位 台） 
ブランド名 2010 2011 前年比増加
率（％）
1. Lada 
2. シボレ  ー
3. 現代 
4. ルノ  ー
5. 起亜 
6. 日産 
7. トヨタ 
8. フォード 
9. VW 
10. 大字 
11. GAZ 
12. 三菱自動車 
13. シュコダ 
14. オペル 
15. UAZ 
16. プジョ  ー
17. マツダ 
18. スズキ 
19. メルセデンス
ベンツ 
20. フィアット 
522,924 
116,233 
87,081 
96,466 
104,235 
79,614 
79,315 
90,166 
58,989 
74,419 
76,647 
45,538 
45,631 
40,875 
49,043 
35,734 
24,926 
28,690 
19,724 
 
21,943 
578,387 
173,484 
163,447 
154,734 
152,873 
138,827 
119,505 
118,031 
118,003 
92,778 
89,773 
74,166 
74,074 
67,555 
57,148 
44,311 
39,718 
35,469 
29,058 
 
28,254 
11 
49 
88 
60 
47 
74 
51 
31 
100 
25 
17 
63 
62 
65 
17 
24 
59 
24 
47 
 
29 
合計 1,698,193 2,349,595  
（出典）『ロシアNIS調査月報』（2012）p.70より作
成。 
 
ロシアには、フィアット、マツダ、三井物産とソ
レルス(Sollers)xiの合弁企業が旧「工業アセンブリ」
措置xiiの適用を受けた上で生産を開始した。また、
ロシア乗用車市場の経済危機からの復活のスピード
が加速しており、中国の自動車メーカー、すでに旧
工業アセンブリ措置の適用を受けている自動車メー
カーなどの動きも活発化しているxiii。 
10 年以上経った古いアフトワズ保有率が高いの
がロシアの特徴である。それゆえ、外国車への買替
需要が多く見込まれる。ロシアでは品質に対する思
いが強く、日本車は高いブランド力があるxiv。 
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表3 主要モデル別販売台数 
（単位 台） 
モデル名 2010 2011 前年比
増加率
（％）
1. LADA Kalina 
2. LADA Priora 
3. LADA Samara 
4. LADA Classic 
5. 現代ソラリス 
6. フォード・フォーカス 
7. ルノー・ロガン 
8. LADA NIVA 4X4 
9. 大宇ネクシア 
10. シボレーNIVA 
11. VWボロ・セダン 
12. 起亜リオ 
13. オペル・アストラ(Cabrio
を含む) 
14. ルノー・サンデロ 
15. シボレー・ラセッティ 
16. シェコダ・オクタビアA5 
17. 大宇マチス 
18. シボレー・クルーズ 
19. 日産キャシュカイ 
20. 起亜Ceed 
21. トヨタRAV4 
22. トヨタ・カローラ 
23. シボレー・アベオ 
24. 起亜Sportage 
25. 日産X-Trail 
108,989 
125,247 
105,457 
138,271 
0 
67,041 
62,862 
44,635 
43,943 
35,380 
10,410 
29,165 
30,432 
 
19,232 
31,885 
18,256 
30,476 
18,857 
21,489 
26,647 
16,479 
16,417 
22,784 
20,274 
16,158 
142,930 
138,697 
122,473 
112,522 
97,243 
82,457 
81,909 
60,738 
54,567 
54,425 
52,100 
49,858 
48,030 
 
45,694 
42,100 
41,130 
38,211 
37,710 
35,231 
28,868 
27,206 
27,007 
25,778 
23,880 
22,689 
31 
11 
16 
▲19 
- 
23 
30 
36 
24 
54 
400 
71 
58 
 
138 
32 
125 
25 
100 
64 
8 
65 
65 
13 
18 
40 
（出典）『ロシアNIS調査月報』（2012）p.73より作
成。 
 
統計データによれば、自動車製造を行うロシアの
工場は国内需要を満たすことができない。他方で、
これらの工場ではその全能力が使用されていないと
いう矛盾した側面がある。その主な理由は、設備の
古さから生じるコスト高と劣った品質の問題、また
消費者へのアピール力不足による製品の低い競争力
である。 
 最近、ロシアの自動車市場は、人々の購買力の向
上、銀行のローン制度の発展、通貨ルーブル高とい
う理由から拡大している。一方、国内自動車メーカ
ーのシェアは次第に減少している。国内では、価格
競争が熾烈となっていて、国内メーカーにとってこ
の価格競争に耐えることは極めて困難であるxv。 
他方で、ロシアに進出している日本自動車メーカ
ーは、トヨタ、日産、三菱、マツダである。日本以
外の外国自動車メーカーは、GM、フォード、VW、
現代、ルノーが挙げられる。こうした外国メーカー
と価格、品質アピール力といった点で、国内メーカ
ーは競争劣位にある。 
 
IV ロシアに進出している日本の自動車メーカ  ー
本節では、ロシアに進出している日本メーカーに
ついて説明していく。 
1 トヨタ 
(1) サンクトペテルブルグの工場（TMMR） 
サンクトペテルブルグのトヨタ工場の設立は次の
理由からである。欧州におけるロシアの乗用車市場
が相対的に大規模市場であること、輸入するより現
地で生産する方がコスト的に有利であること。 
トヨタ工場は、サンクトペテルブルグ市のシュシ
ャリ地区にある。敷地面積は、224ha (現在使用面積
60ha, 内工場面積5ha)である。従業員数は1,450名
（2012年 4月）で、投資額は約2.09億ドル、出資
額は約1.46億ドルであるxvi。 
一般的な採用方法は人材会社を通じた方法である。
離職率は低く、1年間に 150 人、10％程度である。
サンクトペテルブルグ工場では従業員はほとんどロ
シア人であり、1500 人の中に日本人は 10 名しかい
ない。モスクワの販売会社には350人の従業員中、
日本人スタッフは6名いる。大卒および専門学校卒
業者の採用、中途採用も行われている。オペレータ
ーは、大卒か専門学校卒である。会社に入ったばか
りの従業員の月給は2万5000ルーブル（6万5千円
ぐらい）であり、毎年、ボーナスが出る。インフレ
分、会社の業績、個人の貢献度が勘案される。マネ
ジャーやアシスタント・マネジャー向けに現地（ロ
シア）、日本、ヨーロッパでも研修プログラム（改善
活動など）が行われている。生産を立ち上げた時は、
日本本社で3カ月のスタッフ研修が行われた。現在、
生産が安定しているので、このプログラムは行われ
ていない。日本人スタッフは、だいたい3年間の任
期で勤めている。家族にとっては、気候、子供の教
育、治療（病院）などの点で問題が指摘されている。
例えば、サンクトペテルブルグには、国際学校はあ
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るが、日本人学校はないxvii。 
2007年12月には、カムリ（2.4リットルAT/MT、
3.5リットルAT）の生産を開始した。工場の設立は
2005年5月26日である。2007年12月21日に生産
が開始された。2008 年の生産台数は 6393 台、2009
年が 8310 台であった。2010 年に入り生産が増加し
て、同年の生産台数は前年比 91.2％増の 1 万 5892
台であったが、2011 年には、前年比 11.1％減の 1
万4131台となった。 
この工場の生産能力は5万台である。世界戦略車
である4ドアセダン「カムリ」は年間ベースで1万
8000台ぐらいの水準に達した。内製工程は、溶接・
塗装・組立で、生産設備は日本からもたらされた。
研究開発はロシアでは行われていない。日本、北米、
欧州(Toyota Motor Europe)から部品が調達されてい
る。現地調達では、例えば、タイヤとガラスはロシ
アにある日本メーカーのヨコハマタイヤと旭硝子か
ら調達している。また、ロシアにある米国と欧州の
メーカーからバッテリやシート等を調達している。
部品の現地調達比率は15％に留まっている。 
サンクトペテルブルグ工場の販売先はロシア連邦
のみである。一方、他のトヨタ車は外国から輸入さ
れている。現地生産以外には、日本をはじめ、英国、
トルコに加え、一部南アフリカの各工場などから輸
入され、2011 年は約 12 万台の完成車がロシアに輸
入された。 
またロシア国内は、カムリ以外、小型車のカロー
ラ、Rav4、ランドクルーザー等のSUV、高級車のレ
クサス・シリーズを販売している（図表‐1 ロシア
で人気のあるSUVと図表‐3主要モデル別販売台数
参照）。 
ベルギーにある「Toyota Motor Europe」統括会社
が、全ヨーロッパの販売をコントロールしている。
今年、ロシアでは13万5000台のトヨタ車が販売さ
れた。その中の12万台がヨーロッパと日本からの輸
入車であった。1万5000台はサンクトペテルブルグ
のトヨタ工場で生産された自動車であったxviii。 
ロシアには、2つのブランド（TOYOTAとLEXUS）
がある。現在、ロシアにおける「TOYOTA」の販売
店は90店であり、「LEXUS」は30店である。販売
店はロシアの大都市（モスクワ、サンクトペテルブ
ルグ、カリニングラッド、ウラジオストク、ハバロ
フスク等）にある。 
『ロシアNIS 調査月報』2012年4月号によると、
トヨタのサンクトペテルブルグの工場では、2011年
の生産台数は2010年比11.1％減の1万4131台にと
どまったが、トヨタ側はその理由について、新型カ
ムリ（第7世代のカムリ）生産のための準備作業の
影響によるもの（新型カムリの生産は2011年11月
より開始された）との説明を行っている。 
ロシアにおけるトヨタのマーケティング戦略につ
いて述べると、中高価格帯を中心に品質を優先し、
高いブランドロイヤリティを背景に高収益ビジネス
を展開していると言える。投入車種は、トヨタ・ブ
ランドのプレミアム・マスブランド（カローラ、カ
ムリ等）とレクサス・ブランドというプレミアム・
ブランドなどのD、E、SUV のセグメントに投入し
ている。ターゲット顧客はハイエンドxixであり、流
通チャネル政策は、高いサービスを提供できる 3Sxx
店舗（整備工場付設のショールーム）で販売してい
るxxi。 
  
(2) ウラジオストク工場 
トヨタ自動車は、ソレルスと提携して、ロシア極
東で生産を開始した。 
トヨタは三井物産と合弁会社を設立し、それによ
ってソレルス極東工場で、ランドクルーザー・プラ
ドを月間 1000 台程度生産する予定があるxxii。2010
年8月、ソレルスのウラジオストク工場を運営する
「ソレルス極東」有限責任会社と三井物産は物流の
合弁会社（「ソレルス・ブッサン有限責任会社」）を
設立した。 
現在、このウラジオストク工場では韓国ブランド
双竜（Ssang Yong）の自動車が生産されており、部
品は韓国から調達している。同ブランドは地元ウラ
ジオストクの中古車関係者の評価によると高いとは
言えない。ソレルス工場では、出来上がっている韓
国車にハンドルとタイヤをつけるだけと言われてい
る。 
 極東の中古車関係者が集まる自動車情報ポータル
サイト「Drom.ru」（2011 年 2 月）によると、2012
年にトヨタがソレルス工場でランドクルーザー・プ
ラドの組立を開始する予定があると報じられている。
だが、次のような疑問もある。ロシア極東では、SUV
のプラドは高価であるため、手頃な価格帯のモデル
を生産する方が有利ではないかという疑問が出てく
る。しかし、極東では、悪路を走破できるランドク
ルーザー・プラドの人気が高いので、プラドも十分
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販売できるとの判断であるxxiii。 
極東のソレルス工場の優遇措置は自動車の輸送
料に関してもあり、現在、ソレルス極東で組み立て
られた完成車をロシア欧州部等の他地域に鉄道輸送
する場合、鉄道運賃は減額されているxxiv。トヨタが
生産を開始する場合、この条件が大きなメリットに
なると思われる。主要な市場であるロシア欧州部か
ら遠く離れている極東工場でトヨタが生産を開始す
ることは、日本から近く輸送コストが安いという利
点もある（さらに部品・ユニットの通関価格が安く
なる）。 
2013年2月18日には、極東のソレルス工場でラ
ンドクルーザー・プラドの生産が開始された。同工
場から2月25日には、完成車16台がシベリア鉄道
の貨物車両に積まれて初出荷された。生産の予定は
1000台/月、1万2000台/年である。上述したように、
部品の輸入関税や鉄道輸送費の減額などの優遇政策
が受けられているxxv。 
 
2 日産 
日産のロシア工場は、サンクトペテルブルグのカ
メンカ地区に所在する。2 億ドルを投下して完成さ
れた年間生産能力5万台の工場である。 
2009年初夏にティアナ、2009年11月からX-Trail、
2011年1月からムラーノの生産が開始された。しか
し、ローカルコンテンツの数字が低く、ドミトリ ・ー
ミハイロフ社長によれば、2011年2月時点のローカ
ルコンテンツはX-Trail が15％、ティアナが1.3％、
ムラーノもごく低い水準である。2010年は、生産台
数が約2万4500台、2011年上半期の生産台数は約1
万7000台であったxxvi。 
カルロス・ゴーン日産自動車 CEO の『週刊東洋
経済』（2012年5月26日）のインタビューによれば、
ルノー・日産はロシア最大の自動車メーカー、アフ
トワズへの出資を決めた。目的は、ロシア市場で同
グループの大きなプレゼンスを確保することである。
日産が技術、商品などのノウハウを、アフトワズが
生産能力のスケールを提供し、また、ロシア政府か
らは積極的なサポートを受ける。アフトワズの「Lada」
ブランドを残すことにより、ルノ ・ー日産と合わせ、
市場占有率で4割を目指しているxxvii。 
2012年5月には、日産自動車とフランスのルノー
によるアフトワズの共同買収について基本合意が成
立した。3社合計すると、2011年の世界販売台数で
はトヨタ・グループを超え、世界第3位になったxxviii。
アフトワズはルノーの生産設備やプラットフォーム
を導入し、新車の開発や技術導入を図る予定である。 
『週刊東洋経済』（2012年5月12日）によれば、
日産自動車は「ダットサン」ブランドを復活する予
定である。詳細は明らかになってはいないが、2014
年からインド、インドネシア、ロシアの3カ国にダ
ットサン・ブランドを投入する。このプロジェクト
は提携先であるロシアのアフトワズが持つ小型車の
プラットフォームの呼称を使い、それをベースに開
発を進める可能性もある。ダットサンの基本的な開
発は日本だが、現地ニーズに則した改良や部品調達、
生産は現地で行い、低コストを実現することを目指
しているxxix。 
「図表‐2 主要ブランド別販売台数」によれば、
第6位と第7位は日産とトヨタである。日本メーカ
ーにおいて顕著になってきた最近の傾向であるが、2
社とも SUV が販売の中心となっている。日産の場
合は、キャシュカイ、X-Trail、ジュークの3モデル
が、ティーダ、ティアナなどと並び主力商品を形成
しており、2011年のロシアにおける販売台数の約6
割を SUV が占めた。トヨタの場合は、カローラや
カムリと並び、RAV4、ランドクルーザ 2ー00、ラン
ドクルーザー・プラドなどが主力商品を形成してお
り、2011 年のロシアでの販売台数の過半を SUV が
占めたxxx。 
 
3 PSA/三菱自動車 
 フランスのPSAと日本の三菱自動車は、カルーガ
の合弁工場で2010年4月に生産を開始した。出資比
率はPSAが70％、三菱自動車が30％である。 
2010年4月にプジョ 3ー08の生産が開始され、2010
年 7 月にプジョ 3ー08 とプラットフォームを共有す
るシトロエンC4の生産をスタートし、2010年 9月
には三菱アウトランダー、および同モデルをベース
とするプジョ 4ー007とシトロエンCクロッサーの生
産が開始された。現在は SKD 方式での生産が行わ
れているxxxi。 
 また、「Mitsubishi Fuso Truck and Bus Corporation」
と「KAMAZ」は、2010 年 7 月に合弁会社「FUSO 
KAMAZ TRUCK RUS」を設立し、その工場で
「Mitsubishi Fuso CANTER」小型トラックの生産を
開始した。 
『ロシアNIS調査月報』2012年4号によると、2012
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年半ばからプジョーのセダンの生産が SKD から
CKD に移行し、その後、その他のモデルもCKD方
式の生産に移行する予定があったxxxii。 
 
4 マツダ 
 2011 年 6 月 24 日号の『コメルサント』紙
（«Коммерсантъ-Daily»）の記事によれば、マツダの
投資額は約 8000 万ドルで、2012 年中ごろからロシ
ア極東（ソレルス工場）での生産開始が予定されて
いる。2011年3月にはトヨタ車のソレルス工場での
現地生産計画と、同年11月にはマツダ車の同工場で
の生産計画も明らかになった。また、2012年4月末
にマツダは、ソレルスと対等出資で合弁企業を設立
し、ロシア極東のウラジオストクに設立される生産
拠点において、2012年秋から新型SUV「マツダCX-5」
と「マツダ 6」の生産開始を明らかにした。現地工
場の生産能力は5万台/年で、将来に10万台/年にま
で増加する予定であるxxxiii。 
 
5 ソレルスの他の工場 
ソレルスの他の工場としては、ソレルス・いすゞ、
ソレルス・エラブガ（タタルスタン）、ソレルス・カ
マの3工場がある。 
ソレルスは、ロシアにある自動車の製造・販売・
リース会社で、乗用車・商用車・バン・トラックな
どを広く取り扱っていて、2008 年までは鉄鋼会社
「セヴェルスターリ」関連の「セヴェルスターリ自
動車」として知られていた。 
自動車製造は様々の関連会社において行われてい
る。ウアズの乗用車、カマーズ（KAMAZ）のトラ
ック、韓国の双竜（SsangYong）の乗用車、イタリ
アのフィアットの乗用車、日本のいすゞ自動車の商
用バン、ガソリンおよびディーゼル・エンジン（ZMZ）
など、多くの車種をカバーしている。会社の設立は
2002年で、本部はモスクワにある。 
以下、ソレルスの事業所（主力工場・関連会社）
について列記する。 
1） UAZ（ウリヤノフスク市）： 2000年に、ソラー
ズの前身のセヴェルスターリ自動車の傘下に入
った。 
2） ZMA（タタールスタン共和国・ナーベレジヌイ
ェ・チェルヌイ市）：2005 年 3 月に、カマーズ
から買収された。いすゞ自動車のトラックもこ
こで生産されている。 
3） ウラジオストク工場 ：2009年12月には、ロシ
ア極東地方で初めての自動車工場として開業し
たxxxiv。 
現在の生産は、UAZのオフ・ロード車、韓国の双
竜、 フィアットの LCVxxxv、 日本のいすゞトラッ
ク、ZMZのガソリンおよびディーゼルエンジンであ
る。 
「Sollers-Isuzu」株式会社は、「Sollers」と日本の
「Isuzu Motors Limited」の合弁企業である。出資比
率は、「Sollers」が66％、「Isuzu Motors Limited」が
29％、「Sojitz」が 5％である。双日株式会社は、こ
のプロジェクトの貿易金融を担当している。 
『ロシアNIS 調査月報』2012年4月号によれば、
いすゞとの合弁工場であるソレルス・いすゞでは、
いすゞの小型トラック、ソレルス・エラブガではフ
ィアットの LCV の Ducato、ソレルス・カマではフ
ィアットのCセグメントカーの Linea がそれぞれ生
産されている。しかし、ソレルスがフォードと提携
し、エラブガでもフォードのモデルが生産されるこ
とになった。他方で、2011年秋からエラブガでのい
すゞ車とフィアット車の生産は中止された。だが、
2012年6月9日には、「Sollers」と日本の「Isuzu Motors 
Limited」の合弁企業は、UAZ（ウリヤノフスク市）
の工場でいす Nゞ セグメントトラックの生産を再開
したxxxvi。 
 
V 日本以外の外国自動車メーカ  ー
1 GM 
 GM は、2008 年 11 月にサンクトペテルブルグの
シュシャリ地区に3億ドルを投下して工場を設立し
た。工場の生産能力は9万8000台/年である。当時
はシボレー・キャプティバ（SUV）、オペル・アン
タラ（SUV）、シボレー・クルーズの 3 モデルの生
産が開始された。また、2010年6月には新型オペル・
アストラの生産を始めた。さらに生産車種の見直し
が行われ、キャプティバとアンタラの生産がアフト
トル（Avtotor）xxxvii工場に移管された。また同工場
では2012年2月にハッチバックタイプのアストラ、
セダンタイプおよびハッチバックタイプのクルーズ
が同工場で生産されている。2011年の同工場の生産
台数は約6万台であった。 
 GM はサンクトペテルブルグ工場以外では、アフ
トワズとの合弁企業である GM‐アフトワズおよび
アフトトルにおいても現地生産を行っている。アフ
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トトルの工場では、2011年にシボレー・アベオ、シ
ボレー・ラセッティ、オペル・アストラ、オペル・
ザフィーラなど、約10万9000台が生産されたxxxviii。 
GM‐アフトワズ工場では、「シボレーNIVA」（低
価格のSUV）が生産されている。工場の生産能力は
約10万台である。2011年の生産台数は、2010年と
比べると、50.7％増の5万5403台であったが、それ
でもなお能力はフルには活用されていない。GMは、
シボレーNIVA の6万台と新型LADA NIVA の6万
台を生産し、2015 年までに同工場の生産能力を 12
万台/年まで増加する計画があるxxxix。 
 
2 フォード 
2002年には、フォードはレニングラード州フセヴ
ォロジスクで3億3000万ドルを投資して生産を開始
した。この工場の生産能力は12万5000台である。
生産している自動車は、C セグメントカーのフォー
カスとDセグメントカーのモンデオである。2011年
には、フォーカスの生産台数が2010年に比較すると
20.6％増の8万4056台となった。また、モンデオの
生産台数は前年に比較して38.3％増の1万4751台
であった。 
さらに、2011年半ばごろから第3世代の新型フォ
ーカスの生産が行われている。2012年1月からセダ
ンタイプおよびハッチバックタイプに加え、ステー
ションワゴンタイプのフォーカスの生産も行われて
いるxl。 
同工場の生産工程は、車体溶接、塗装、最終組立
である。ロシア工場は同社の世界の工場の中で唯一、
4つの車体（セダン、ユニバーサル、3ドアハッチバ
ック、5 ドアハッチバック）の新型フォーカスを生
産している。 
フォードの売上の6割がフォーカスである。同社
のポジショニングは欧州と同様に、信頼できるブラ
ンド、現代的デザイン、高い品質である。フォード
の強みとしては、現地生産、良いイメージ、独立し
たディーラー綱、世界標準で最新の車種の投入、高
い品質が挙げられるxli。 
 
3 VW 
 フォルクスワーゲンはロシアに進出する前に、ポ
ーランド、チェコ、ハンガリーなどの中東欧で工場
を設立した。VW の中東欧の生産活動は、ポーラン
ド、スロバキアでは自社工場、チェコではシュコダ
を通じて、ハンガリーではアウディを通じて行われ
ているxlii。 
2007年末に、VWはロシアのカルーガ州で工場を
開設した。この工場の生産能力は 15 万台である。
2011年には、生産台数は前年と比べると、40％増の
約13万4000台であった。2011年には9800台がSKD
方式で生産されたが、大半は CKD 方式で生産され
ている。CKD方式で生産されている自動車のモデル
は、VW ポロ・セダン、Tiguan、シュコダ・オクタ
ビア、ファビアというモデルである。SKD方式で生
産されているモデルは、VW Multivan と Touareg で
ある。 
 また、VWはロシアのガーズ（GAZ）の乗用車工
場でも今後生産を開始し、2015 年には生産能力 11
万台を達成する計画がある。GAZ 工場で生産する予
定のモデルは、シュコダYeti、VW Jetta、シュコダ・
オクタビアである。シュコダ・オクタビアは現在カ
ルーガ工場で生産されているが、2013年にこの生産
が全面的にガーズ工場に移管される予定であるxliii。 
 
4 現代グループ 
現代自動車のロシア工場は、2010 年９月21 日に
ロシア・サンクトペテルブルク・カメンカ地域に設
立された。同工場はロシアに進出した外国系完成車
メーカーとして初めてプレス・車体・塗装・組立の
全工程を一つの工場で遂行する完成車一貫工場
（Full cycle plant）となったxliv。生産は10万台／年、
現地調達率は70％の予定であるxlv。 
同工場への投資金額は5億ドルであり、2010年9
月 21 日に開所式を行い、2010 年末までには試験生
産を行っていた。2011年の初めに、低価格車「ソラ
リス」のセダンの量産が開始された。また2011年の
春からはハッチバックタイプのソラリスの生産を始
めた。2011年の夏からは、セダンである起亜の新型
リオの生産が開始され、同年の秋から販売が開始さ
れた。2012年には、ハッチバックタイプのリオの生
産も始まった。 
 もともとこの工場の生産能力は 15 万台であった
が、ソラリスの販売が非常に好調であったため、2011
年中に設備の増強が実施され、現時点での生産能力
は 20 万台となった。2011 年には、この工場の生産
台数は13万8987台であり、その内85％がソラリス
で、残りの15％がリオであったxlvi。 
 現代自動車は、日系メーカーや他の外国メーカー
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と異なって、国産車に乗っていた人にターゲットを
絞っている。ボリュームゾーンは主として低価格帯
であり、利益率が低いが、多くの販売台数が見込ま
れているxlvii。 
現代は、先発企業と異なるビジネスモデルでロシア
市場に参入し事業を展開していった。例えば、絞り込
んだ数の製品で市場別に集中的に生産・投入する「選
択集中生産モデル」により、手頃な価格で洗練された
デザインのCセグメント車現代ソラリスを投入したこ
とである。また、現代モービスにモジュール生産をさ
せ、同伴して進出させたことである。さらに、広告戦
略と多店舗展開という流通戦略を採用し、量販を実現
したことであるxlviii。 
現代が高いシェアを獲得している国は､現代が自ら
戦略的拠点国として設定し、早期に現地工場を建設し
た国であり、主としてトルコ、インド、ロシアである。
そうした国に対して「量産規模を確保し、コスト低下
を図る」こと、すなわち現地工場の高稼働率維持とそ
れに基づく規模の経済によるコスト低下を実現する
ことを最優先に置いているxlix。 
 
5 アフトフラモス（ルノー） 
 アフトフラモスはルノーとモスクワ市の間に設立
された合弁工場である。1998 年に設立され、2011
年末には、生産能力は16万台であった。最初はセダ
ンタイプのBセグメントカー「ロガン」だけが生産
されていた。2010年から兄弟モデルのハッチバック
車「サンデロ」の生産が開始された。2011年6月か
らハッチバックタイプのメガーヌ（C セグメントカ
ー）とフルエンス（大き目のCセグメントカー）の
SKD 方式での生産を始めた。2011 年末には、ロガ
ンのプラットフォームを採用した SUV「ダスター」
のCKD 方式での生産を開始した。2011年末時点の
ロガンとサンデロのローカルコンテンツは約 60％
であるl。 
 
VI 結び 
以上、論じてきたことから、次のようなロシア自
動車産業の問題点が浮かび上がってきた。 
ロシアにおける自動車市場は、第一に1人あたり
所得増大による人々の購買力の向上、第二に銀行の
ローン制度の発展、第三に通貨ルーブル高によって、
急速に拡大している。現在のロシア純国産自動車企
業は、アフトワズ、イジュアフト、ウアズ、スパー
アフト、チェチェンアフト、ブロント、ガーズ、ジ
ールであるが、その将来性は外国企業との競争もあ
り、あまり明るくはない。その中で、アフトワズと
ルノー・日産との合併など、生き残り策が模索され
ている。 
2000 年代以降、ロシアが経済成長を遂げたため、
ロシアで製造された外国ブランド車のシェアが高ま
った。販売台数データによると、こうした外国ブラ
ンド車の有力メーカーはシボレー、現代、ルノー、
起亜であり、日本メーカーでは、トヨタと日産であ
る。外国メーカーと比較して価格、品質アピール力
といった点で、ロシア国内メーカーの競争力は極め
て弱くなっており、合併なども含めて、この状況を
どのように打開するかが問われている。 
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